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●視察したキブツは国内2番目の大きさで

ある

●政府から年間乳量350万Rと枠を決め

られている

●売上：550万シュケル（乳代）

（１シュケル：35円）

子牛の売上：100万シュケル（年間）

肉用に子牛は東ヨーロッパへ輸出する

●搾乳日数：約10ヶ月

●搾乳回数：1日3回

●搾乳時間：4時、11時、19時（1回：3時

間）

●牛群15000R・年間（15000R以下は淘

汰の対象としている）

●１R当りの売値：1.46シュケル＋下記の

とおり

標準（乳たんぱく3.06％、脂肪3.31％）

35.82シュケル

１kg上回るにつき11.94シュケル

●牛の更新時期：3.5～4産位

●粉ミルクを輸入しても乳製品を輸出する

ことはない

●牛乳価格は保証されているが日本のよう

な補助金システムは無い

●飼料について：自給飼料は乾草（麦）の

み

濃厚飼料は東ヨーロッパとアメリカより

輸入している

飼料代：17シュケル・1日、１頭

●分娩：自由分娩

●No900の牛：現在20歳で、生涯乳量が15

万Rというスーパーカウ

●参考にしている国は？の質問に対し：ア

メリカ、オランダと答えた

●問題点は何ですか？の質問では：「糞尿

処理問題があり、今後は厳しくなりそう

である」とのこと

●経営的にはどうですか？の質問では：

「酪農部門は儲かっている」とのことで、

キブツの中で2番目の利益をあげている

らしい

ちなみに約150万～200万シュケルの利

益を得ているとのことであった

●技術的な部分で気がついたこと：病気予

防のため若牛から先に搾乳する。自然分

娩をより確実に行うために過去のデータ

ーを全てコンピューター管理している。

●35年前から国で牛乳生産の枠を決めてい

る

●ミルクタンク：大きなタンクに2:で保

管殺菌されて出荷する

●牛の改良について：オランダ、アメリカ

の牛を改良してイスラエルのオリジナル

を作ったとのこと

体高：160～170cm

●頭数：イスラエル国内で約１5万頭（乳

牛）

●ここの酪農部門での労働者数：正メンバ

ー4名＋若干のパート

●細菌数：1立方に3万以上は罰金

●自給飼料の中身：乾草（麦）、大豆、コ

ーン

●干ばつのとき乾草はスペインから輸入す

る

●大豆、コーンは点滴灌水で出来たものを

その時の状況で使用したりしなかったり

●全飼料の30％は輸入によるものを使う

●濃厚飼料のほとんどは輸入

●初産：13ヶ月目で人工授精させ22ヶ月目

で分娩させる

●産次数：約3産

●獣医の往診回数：2回・週

●80％が自然分娩

●牛の選定はどうしているか？：全キブツ

のデータが1箇所に集積して閲覧できる

ようになっているので、データを活かす

ことが可能となる。（乳牛育成協会？）

乳牛育成協会には乳代の数パーセントを

還元するシステムにしている

●搾乳機械：アメリカ、オランダなどの機

械をイスラエルに持ってきて機械の一

部、ソフトなどをイスラエルに合うよう

に改良しているところが良いらしい。

（とても自慢していた）

●キブツで改良し販売している機械があっ

て、実はそれが一番イスラエルで売れて

いるとの事である

●餌代：目安として、売上の半分が飼料代

である

●経費内訳：50％（餌代）20％（光熱費、

燃料代など）10％（人件費）その他20％

●乳価：3ヶ月ごとに変わる

●国家調整：酪農家にはそれぞれ乳量が決

められている。イスラエル製品を国民が

買うようになるための価格を調整してい

る。

●このキブツはイスラエル国内では進んだ

ほうとは言えない

●酪農先進国はどこの国だと思うか？

●貿易に関してはAUS、NZ、日本？が強

いと思う。第３国が近くにある国が強い

のではないか？そのような意味でアルゼ

ンチン、ブラジルなども良い。

●イスラエルの量は世界一だが、脂肪、蛋

白ではヨーロッパのほうが強い。

●7～8年前までは乳蛋白（3.1％）脂肪

（2.8％）がスタンダードだった。

●いつの時代でも利益になるところが一番

進化すると思う。

●人件費の推移（1000リッター当り）：

95年（219シュケル）96年（192シュケ

ル）98年（169シュケル）

●コストダウンの一番の理由は人数削減

パーラー追い込みヤード（この牛たちの乳
量は平均約15000R）
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初産でも何とこんな所で自然分娩を
している（90％が自然分娩とのこと）

パイプ式スルーゲートと少しでも涼し
くなるよう工夫されている畜舎
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違う角度から見た畜舎




